
続続続続
ぞく

    

地名地名地名地名
ち め い

からたどるからたどるからたどるからたどる創作創作創作創作
そうさく

民話民話民話民話
み ん わ

    

 

豆辞典シリーズ ６ 

作絵：やまおか みつはる 

 

 1

目  次 

１． 与作の五十五人：宮城県 

（よさくのごじゅうごにん） 

２．地蔵の嫁娘：大分県 

（じぞうのよめっこ） 

３．峯の地蔵：大阪府 

（みねのじぞう） 

４．大飯くらいの十郎：石川県 

（おおめしくらいのじゅうろう） 

５．車力の清さん：青森県 

（しゃりきのせいさん） 

６．阿蘇をみはる行儀松：熊本県 

（あそをみはるぎょうぎまつ） 

７．烏殿と烏家老：愛媛県 

 （からすとのと からすかろう） 

８．棒切れの中の観音様：新潟県 

 （ぼっきれのなかの かんのんさま） 

９．忠次郎と“あや”：徳島県 

（ちゅうじろうと“あや”） 

１０．女が一番、男は二番：新潟県 

 （おんながいちばん、おとこがにばん） 

１１．「ツネ」に負けた水主神さま：香川県 

 （「ツネ」にまけたみずしさま） 

 

ここに掲載した地形図は、国土地理院発行のもの

を使用しました。 

 



 2

１．与作の五十五人１．与作の五十五人１．与作の五十五人１．与作の五十五人    

（よさくのごじゅうごにん） 

宮城県石巻市（旧河北町）五十五人 

 

 

 

むかしむかし、みちのく（いまの東北）の

とある村に、与作（よさく）という、ちょっ

と、気の弱いわかものが、すんでおったそう

な。 

与作はな、十五歳になると、ひとはたあげ

ようと、江戸（えど）へ出ることにしたんだ

と。村をはなれるときには、おさななじみや

きんじょのもんが、たくさん村はずれまで見

送りにきてくれたんじゃ。 

そこで、与作は、 

「きっと、大きな店を持つほどに、せいこう

してみせるだ」 

と、見送りのみんなにやくそくして、いさん

ででかけたそうな。 

 

江戸へ出た与作はな、まじめにはたらいた

んだと。 

十年ほどたっただろうか。与作は、ある年

の正月に、おとうやおっかあへのみやげをた

くさんかかえて、ふるさとに帰ってきたと。 
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「ほー、与作ではないか」 

「元気であったか」 

「江戸は、どうかなー」 

「たのしいか」 

村のみんなは、与作の話す江戸のようすを

ねっしんに聞いたんだと。 

「ところで与作、今は、どんな仕事をしてい

るだか」 

と、ともたちが聞くとな。与作は、こういっ

たんだと。 

「今はな、材木問屋（ざいもくとんや）の番

頭（ばんとう）をしているんだ」 

「ふーん。たいした出世（しゅっせ）だ」 

「出世だ！」 

村人は、かんしんしたんだと。 

 

それから、十年ほどたったじゃろうか。 

与作はな、おとうやおっかあ、そして村の

ともだちへのおみやげと、江戸の話をたくさ

ん持って、雪がつもったふるさとに帰ってき

たそうな。 

「江戸は、どうかなー」 

「江戸は楽しそうだなー」 

「ええなー、おらも、えどではたらきたいの

ー」 

やっぱりこの時も、村のみんなは、与作の

話す江戸の話をねっしんに聞いたんだと。 

そして、また誰かが、 

「ところで、与作は今、どんな仕事をしてい

るだか」 

と、聞いたんだと。 

そうすると、与作はこういったんだと。 

「今はな、五人ほどの手つだいのものがいる、

小さな材木問屋を始めただ」 

「ふーん。たいした出世（しゅっせ）だ」 

「出世だ！」 
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村人は、まえよりもいっそう、かんしんし

たんだと。 

 

それから、十年ほどたったじゃろうか。 

この時も与作はな、すっかり年をとったお

とうやおっかあ、そして村のみんなへのおみ

やげと、江戸の話をたくさん持って、ふるさ

とにもどってきたそうな。 

「江戸は、どうかなー」 

「ええなー、おらも、えどへでてはたらいて

らよかったのー」 

そしてこの時も、村のみんなは、与作の話

す江戸の話を、楽しく聞いたんだと。 

また誰かが聞いた。 

「ところで与作、店の方は、どうかな…」と。 

 

与作はこういったんだと。 

「おらはな、今では五十五人ほどの手つだい

のものがいるの、材木問屋の“あるじ”にな

ってな。おらも、いろいろ大へんなんだ」 

「それは、大へんだ」 

「大へんだ！」 

「でも、大出世だの！」 

と、村人は、だれもがかんしんしたんだと。 

 

それから、さらに十年ほどした春だった。 

与作はな、すっかりあたまの毛も白くなっ

て、“ごいんきょさん”のようすになっていた。

このときも、江戸の話と風呂敷（ふろしき）

つつみをかかえて、ふるさとに帰ってきたそ

うな。 

ところが、この時の与作はちょっとつかれ

ているようすだった。 

つつみを広げることもなく、村のみんなに

江戸の話をして、その日の夕方になると、少

し横になりたいといってな、そのまんま、静
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かにあの世へ行ってしまったんだと。 

 

「五十五人ものてつだいのものがいる、江戸

の材木問屋の、ごいんきょさんがなくなった

んじゃ、せいだいにそうしきをせばな」 

といって、おさななじみや、近所のもの、い

や村中の人が集まって、りっぱななおそうし

きをしてあげたそうな。 

そして、村の中ほどにあるお寺の、もうな

くなっていた与作のおとうやおっかあの墓

（はか）にならべて、りっぱな墓石もたてて

あげたそうな。 

 

村のお寺にひっそりとたっているお墓は、

いまでは「五十五人塚（つか）」とよんでいて

な。ひとはたあげたいと江戸（東京）へ向か

うものは、みんなここでおねがいして行くん

だと。 

そして、この村のことを五十五人とよぶん

だとさ。 

 

ところがじゃ、与作の江戸でのほんとうは、

こんなことじゃった。 

村には、毎年のように江戸からやってくる、

小間物（こまもの）をあつかう商人がたずね

てきていた。村人はその人からも、江戸のよ

うすを聞いていたんだな。もちろん、与作の

店のことも聞いていた。 

与作は、小ぞうのころから、あたまの毛が

白くなるまで、江戸のたいして大きくもない

材木問屋（ざいもくとんや）に、ずーとつと

めていてな、ずいぶんくろうをしたけれど、

さいごには、それはりっぱな番頭（ばんとう）

さんになったんだと。 

村人はだれもが、与作がくろうしているこ

とも、やっとこさ番頭さんになったことも知
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っていたんだが、だーれもそのことをいうも

のはいなかったんだと。 

 

そうそう、さいごにもちかえった、風呂敷

つつみには、何が入っていたかって？ 

初めて江戸に出るときにみにつけていた、

きものやはきものが入っていたそうな。 

風呂敷（ふろしき）を開けた村人は、 

「これをながめては、材木問屋（ざいもくと

んや）でのつとめを、しんぼうしたんだろう

な」といって、みんなでなみだをながしたと。

（08,9,10 更新）  

 

宮城県石巻市（旧河北町）五十五人 

1/25,000 地形図石巻１０号－３「石巻」  

 7

２２２２．地蔵の嫁娘．地蔵の嫁娘．地蔵の嫁娘．地蔵の嫁娘    

（じぞうのよめっこ） 

大分県日田市(旧上津江村)熊戸 

 

 

 

    

「地蔵の嫁っ娘（じぞうのよめっこ）」  

むかしむかし、ある村のはずれに、小さな

お地蔵（じぞう）さまが、あったそうな。 

その村は、まいとし秋のしゅうかくのじき

になるとな、畑（はたけ）が熊（くま）にあ

らされてこまっていたんだと。 

 

村人は、熊から、だいじなさくもつをまも

ろうとして、熊がだいすきな、はちみつを入

れたわなを作り、まちかまえてみたけれど、

どうしてもつかまえられなかった。 

となり村から、てっぽううちをやとっても

みたけれど、うまくにげられてしまった。 

そのほかにも、いろいろためしてみたけれど、

熊たいじは、どーも、うまくいかなかったん

だと。 
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そんな村に、ほっぺがとっても赤い、かわ

いいむすめっこが、すんでいたんだ。むすめ

っこの名前はな、さよといったそうな。 

さよは、とてもすなおで、しんじんふかい

子でな、村はずれのお地蔵さまを、たいせつ

にしていたんだと。まい日のように花をそな

えては、おまいりをし、まい年のように赤い

おべべを作りかえて、地蔵さまにきせていた

んだと。  

 

ある日のこと、さよは、村の人びとが畑の

さくもつが熊におそわれて、こまっているこ

とをきいたそうな。 

それからというもの、さよは、お地蔵さま

に、「熊が、村の畑をいたずらしなくなるよ

うに」と、おいのりしたんだと。  

 そうしたある日のこと、さよがいつものよ

うに、「お地蔵さま、どうか村の畑を熊から

まもってください」というとな。お地蔵さま

が、とつぜん、口をきいたそうな。  

「さよとかいったな、そんなに村の田や畑を

熊からまもりたいか」  

さよは、おどろくこともなく、しゃべった

と。 

「お地蔵さま、そうだあ。おらあ、いのちに

かけても、この村の田や畑を、熊からまもり

たいだ」 

とな。  

 そしたら、お地蔵さまが、もういちど口を

きいたんだと。  

「わしが、山の熊にいいきかせよう。 

でもな、その前にかわいいよめっこが、ほし

いなー」 

とな。  

「ほんとうだか。 
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おらが、お地蔵さまのよめっこになっても

いいだか？ そーせば、熊は畑をあらさねー

のか！」 

「そうだ、やくそくするとも。でも、よめに

くるときは、おっとうとも、おっかあともす

っかりわかれて、一人でここさ来なくちゃ

な！」 

 

さよは村にかえると、おっとうと、おっか

あに、この話をしゃべったそうな。 

「おら、お地蔵さまのよめっこになるの！」、

そーせば、「熊はいたずらしなくなる」と。  

 この話をきいた村人は、 

「それはちょっと、おかしいな」 

「お地蔵さまが、そんなこというだろうか」 

などといって、さよが地蔵さまのよめっこに

なることを、やめさせようとしたんだと。  

 しかしな、お地蔵さまを心からしんじてい

るさよはな、いくらはんたいしても「お地蔵

さまのよめっこになるの！」といって、きか

なかったんだと。  

 あまりにも、さよが強くいうもんで、おっ

とうと、おっかあはあきらめてな、きいろい

はなもようのついた赤いべべをきせて、お地

蔵さまのところに、よめにやることにしたん

だと。 

  

さよは、やくそくどおり、村はずれのお地

蔵さまのところに一人でくると、「おらさよ

だ。およめにきただ！」と、大声でしゃべっ

たんだと。  

 すると、お地蔵さまは、うれしそうな声で、

こういったそうな。 

「そうか、よめにきたか。 よくきてくれた

なあ。 
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それじゃ、ここからすこしのぼったところ

に立っている村さかいの一本松（いっぽんま

つ）の先に、わしの家があるから、そこへ行

ってまっててくんろ」  

「はい、おら、めし作ってまってるから、お

地蔵さま、仕事おわったら、はようにかえっ

てきてな」といって、さよは、いわれた家に

むかったんだと。  

  

ゆうがたになってな。 

 やくそくの家へつながる道には、お地蔵さ

まの後ろでしゃべっていた、となり村のいた

ずら者、三次郎（さんじろう）がいたんじゃ。 

「しめしめ、きょうからさよが、おらのよめ

っこだ。 

さよは、なんにも知らないで、めし作って

むかえてくれてるはず、うれしいな」  

 その三次郎が、少しのぼりさかになった道

をとぶようにしてあるいているのを、松（ま

つ）の木のかげから、一とうのすこし年をと

った熊がみていたんだと。  

 

「わーー」  

 それは、あっというまだった。 

三次郎は、その熊におそわれてな、しんだ

ように、気をうしなってしまったそうな。  

 三次郎の顔をなめた熊は、そのときながれ

てきた、いいにおいにつられて、三次郎のこ

とはそのままに、さよがいる家の方へはしっ

たと。家の前にくると、熊は二本足で立ち上

がり、家のとびらをたたいたそうな。  

 地蔵さまのかえりを、いまか、いまかとま

っていたさよは、 

「お地蔵さまー、まっていただよ、めしのし

たくして！」 
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といって、いそいで戸をあけた。 

そこにいたのは、大きな熊だったが、さよ

はおどろかなかった。 

「そうかあ、お地蔵さまは、熊のうまれかわ

りだっただか。おら、きょうからお前さんの

よめっこだ。なんでもいってけれ。いうこと

きくだから。 

そうだ、ふろもいいぐあいだが、めしにす

るか、ふろにするか」  

 ちっともおどろかない、それどころかやさ

しい声をかけてくれるさよに、熊のほうが、

びっくりしたんだと。 

 

それでも熊は、さよがよういしたふろに入

り、夕ごはんをたべて、これも、さよがよう

いした、ねどこで横になった。 

少し年をとった熊は、なみだがとまらなく

て、とてもねむれなかった。小さいときに、

おっかあの熊とはなれてからこれまで、やさ

しい声をかけてもらったことはいちどもなか

った。森のだれかにしんせつにしてもらった

こともなかった。ずーっと、ずーっと、ひと

りぼっちだった。 

さよのやさしさに、かんげきした熊はな、

さよが目をさまさないように、赤いほっぺを

いちどだけ、しずかになめてから、こっそり

とねどこをぬけだして、山さ、かえっていっ

たんだと。  

  

それからというもの、この村では、秋にな

って熊が戸をたたくとな、 

「お地蔵さま、まっていただ、さよは、きょ

うからおまえさんのよめっこだ。なんでもい

ってけれ。いうこときくだから」 

と、むすめの声でいうと、熊は山にかえって

行くんだと。  
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 さよは、どうしたかって。 

そうさな。 

松の木のちかくで気をうしなってたおれて

いた、あの三次郎は、よくあさ早くに目をさ

ましてな、のこのこと、さよのねている家へ

帰ってきて、それまで熊がねていたねどこに

入って、すっかりねこんでしまったんだと。 

 

そのあさ目をさました二人は、なにをしゃ

べっただろうかなあ。それは、だーれもしら

ないことだったが、そのあと二人は、いつま

でもなかよく、くらしたんだと。（08.09更

新） 

 

 

 

 

 

大分県日田市（旧上津江村）熊戸（くまんど） 

1/25,000 地形図熊本２号－２「立門」 
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３３３３．峯の地蔵．峯の地蔵．峯の地蔵．峯の地蔵    

（みねのじぞう） 

大阪府泉南郡岬町峯地蔵 

 

 

 

大阪の南、岬町（みさきまち）というとこ

ろ。その、となり村へ向かう山道のてっぺん

に“峯の地蔵（みねのじぞう）”とよばれる地

蔵さまがあってな、こんな話があるそうな。 

 

むかし、この村の山道のてっぺんに地蔵さ

まがひっそりと立っていたんだと。 

その地蔵さんは、それはそれは、とてもか

なしい顔をしていてな、村人の苦しみをかわ

りにうけてくれていたんだと。 

村人もこのことをしんじていてな、病（や

まい）になると峯の地蔵におねがいし、苦し

いことがあると峯の地蔵にかわってもらって

いたんだそうな。 

 

ところがな、みんながこのお地蔵さんにお

ねがいするもんで、お地蔵さんのその顔はい

っそう苦しそうになり、それとはんたいに村

人の顔は、しあわせいっぱいの、ほがらかな

顔になったんだと。 
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こうして、村人はけんこうになり、しあわ

せなるとな、峯の地蔵のことはすっかりわす

れてしまったんだと。 

 

そんな村にある日、爺（じい）さまのたび

びとがやってきて、ものごいをしたんだと。 

村人はな、この爺さまに、ほんの少しの食

べ物をあたえたんだ。 

ところがな、爺さまがあらわれたころから

な、村人の中に、はきけがして、おなかがい

たくなる、はやり病（やまい）が広まったん

だと。 

そしたら村人は、「このはやり病は、あの年

爺さまのたびびとが持ってきたんだあ」とい

って、石をなげて爺さまを、おい出したんだ

と。 

 

そのころからだあ。 

はやり病の病人たちは、爺さまが苦しんで

いる夢を見たのだと。 

みんながみんな、 

「爺さまが苦しんでいるー」 

「河原（かわら）の石をどけてくれー」 

と、ゆめを見てうなされたそうだ。 

 

ふしぎに思った村人はな、みんなで村を流

れる川の原にいってみたんだと。 

そうすると、河原の木の下に、見たことも

ない、大きな石があったんだと。 

「ふーん、この石のことだろうかの」 

「これを、動かせということだろうかの」 

ゆめを見た村人は、わけもわからずに大石

を動かしたんだと。 

その大石をひっくりかえしてみると、くる

しそうな顔をした、あの峯の地蔵（みねのじ

ぞう）があらわれたそうな。 
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お地蔵さんを引き上げ、きれいに洗うとな、

おなかのところに大きなきずがついていたん

だと。 

「お地蔵さん。いたかったろうの」 

「こうずいで流れてきたんだろうかの」 

「かんべんしてくんろ！」 

村人はな、地蔵さんを、もとの山道のてっ

ぺんにもどし、今までどおり大切にしたそう

じゃ。それからしばらくすると、はやり病は

ぴったりとおさまったんだと。 

 

いま、あの峯の地蔵さんはどうなったじゃ

ろうかの。すこしだけ、苦しそうなに顔で立

っているじゃろうて。 

岬村（みさきむら）の人びとの気持ちはど

うじゃろうかの。きっと、今もしんじん深い、

やさしいい人びとでの、しあわせじやろうて。 

 

 

 

大阪府泉南郡岬町峯地蔵（みねじぞう） 

1/50,000 地形図和歌山１５号「和歌山」 
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４４４４・大飯くらいの十郎・大飯くらいの十郎・大飯くらいの十郎・大飯くらいの十郎    

（おおめしくらいのじゅうろう） 

石川県鳳珠郡能登町（旧柳田村）十郎原 

 

 
 

そのむかし、能登（のと）のおく深くに、

ひときわ高い山があったと。その山は、能登

から海をへだてて見える、となりの国の越中

（えっちゅう）の立山（たてやま）よりも高

い山であったそうな。 

そのころの能登はというと、冬になると北

風が強ーくふいて、それがこのびょうぶのよ

うに立ちはだかる大山にあたってな、北から

は海風、山からは“大山おろし”と、村人は

おおじょうしていたんだと。 

 

そのふもとの村に、十郎という若者がいて

の、それはそれは大飯（おおめし）ぐらいで

あったが、たいそう力もちでもあったんだと。 

でも、力持ちというのは、十分に食べ物が

あったときのことで、はらをすかしていると

きは、たんなる“でくの坊（でくのぼう）”で

しかなかったんじゃ。 

 

十郎のオカアはな、その大飯くらいに、ほ

とほとこまっていたんじゃ。 

特に、食べ物が少なくなる冬には、「はらす

いたア、オカアなんか食べ物ないか」という

 17

声ばかりで、はたらこうとしない十郎に、ほ

んとうにこまっていたそうな。 

こまったオカアはな、村の入り口の小さな”

ほこら”に、まつられた原の神様におねがい

したそうな。 

「原の神様、どうか十郎の大飯くらいをなお

してくんろ。それとも十郎に十分の食べ物が

さずかるようにしてくんねえかのお」と。 

 

ある日、はらをすかしてねていた、十郎の

まくらもとに、手のひらにのるほどの小さー

な”てんぐ”があらわれての、耳もとでこう

いったんだと。 

「十郎よ、はらいっぱい飯（めし）が食いた

いかの。」 

もちろん、十郎はこういった。 

「おおー、はらいっぱい飯くいたいだ。」 

小さなてんぐは、耳のそばで、続けていっ

たそうな。 

「それならな、良いことをおしえてあげよう

ぞ。能登（のと）の大山の下にはな、食べ物

がたくさんうめられている。ほり返してみな

され、きっと、はらいっぱいになろうぞ。」 

 

はらをすかした十郎は、のこりの力をふり

しぼって大山にのぼると、これも力をさらに

ふりしぼって岩をほり返したんだな。そうす

ると、下から食べ物が出てきたんだと。 

 

その食べ物を食べると、耳もとにこんな声

が聞こえたんだと。 

「岩の下には、食べ物がたくさんうめられて

いる。ほり返せば、はらいっぱいになろうぞ」 

少しはらがふくらんで力がついた十郎は、

こんどは山の大岩を持ち上げてはな、北の海

めがけてなげたんだと。なんどもなげている
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と、また下から食べ物が出てきたんだと。 

 

その食べ物を食べ終わると、また、小さな

あの声が聞こえたそうな。 

「岩の下には、食べ物がたくさんうめられて

いる。ほり返せば、はらいっぱいになろうぞ。」 

食べ物という言葉に、がまんができない十

郎は、岩山を持ち上げては、海になげすて、

またまた食べ物を手に入れたんだと。 

これをくりかえしていた十郎も、日がくれ

るころになると、さすがにつかれての。大岩

を持ち上げて遠くへなげつけようとしたんだ

が、足をすべらせて、大岩はとんでもないと

ころに飛んでいったんだと。 

 

こうして、十郎が日ぐれまで大岩をちぎっ

てはなげしているうちに、あのびょうぶのよ

うに立ちはだかる大山はあとかたもなくなっ

て、平らになったんだ。 

今では、大山のあったあたりを“十郎原”

とよんでいて、“大山おろし”の強い風もふか

ずに、村人はよろこんでいるそうな。 

そして、あの十郎が投げた大岩ののこりが、

輪島（わじま）の北のおきにある「七ツ島」

なんだと。 

さらに、さいごになげそこなった大岩はな、

東の珠洲（すず）の海岸にある「見附島（み

つけじま）」なんだとさ。 

 

十郎は、どうなったかって。 

そうださな、すっかりはらいっぱいになっ

た十郎はな、村へ帰ると春までねていたそう

な。 

そして、その年から、村には強い風もふか

ず、たくさんの作物が取れるようになってな、

十郎はよくはたらき、村人からもしたわれて
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な、一生はらへらすこともなく、くらしたそ

うな。 

 

 

石川県鳳珠郡能登町（旧柳田村）十郎原（じ

ゅうろうばら） 

1/50,000 地形図輪島８号「宝立山」

５５５５．車力の清さん．車力の清さん．車力の清さん．車力の清さん    

（しゃりきのせいさん） 

青森県津軽市車力町 

 

 

ある村のはずれに、清右衛門（せいえもん）

という魚売りの男がおったそうな。 

清右衛門は、“にぐるま“に魚をのせて村じゅ
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うをめぐって売りあるいた。 

その清さんが売る魚はいつもしんせんで、

村人にとてもよろこばれ、村人は清右衛門の

ことを「車力の清さん（しゃりきのせいさん）」

とよんでいたそうな。 

 

この日も清さんは、北の村から魚をつんで

きてこの村で売り、帰りにはこの村でとれた

野菜をつんで帰るつもりだったんだと。 

 

ところがな、その日はとても暑い日であっ

た。村までの道のりのとちゅうでなんども井

戸の水を魚にかけ、日かげ道をえらんでは村

に向かったんだが、はこんできた魚の大部分

が、いたんでしまったそうな。 

そいでもんでな、その魚は売れなかったん

だと。 

清さんは、野菜をかうこともできなかった。 

でも清さんはな、それよりも、たくさんの

魚をくさらせてしまったことをくいていたん

だと。 

「ごめんな、ゆるしてけろ」 

「やく立たずの魚にしてしまって…、ゆるし

てけろ」 

 

いたんで売れのこった魚たちに、やさしい

声をかけ、少しだけなみだを流した清さんは、

村はずれの大きな木の下で、とほうにくれて

いた。 

清さんはつかれて少しねむってしまったよ

うだった。いつしか森の向こうに夕日が落ち

そうになっていた。 

 

その時どこからともなく、声が聞こえてき

た。 

「帰ろう」 
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「私たちの村へ、帰ろう」 

「帰ろうよ」 

たくさんの者が口ぐちにいう、そんな声が

清さんの耳もとで聞こえたかと思うと、木の

下でねころんでいた体がういたような気がし

たんじゃ。 

清さんの体はどんどん空に向かっていき、

魚を売って歩いていたあの村が、はこにわの

ように小さく見えるほどになったんだと。 

 

そして、まわりをよーく見ると、たくさん

の魚が清さんの体を持ち上げていた。 

魚と清さんの体は、その村の上をすぎ、畑

の上をとおり、海の上までくると、こんどは

体をささえていた魚たちが、いっせいに海を

めざして、おちていったんじゃと。 

 

そのとき、清さんの体はというと、なぜか

ふんわりと天にあっての、魚たちがしだいに

海をめざしておりていくのが見えたそうな。 

「清さん、さようなら」 

「ありがとう、清さん」 

という声が聞こえたような気がした。 

でも、清さんの目に見えた魚たちは、青白

い元気のない色をしていて、暑さでいたんで

しまった魚たちのようだったんじゃと。 

 

しんせんな魚として、村人に売ることがで

きなかったことを、ざんねんに思っての。 

清さんは、海へおりていく魚たちにもう一

度いったそうな。 

「ごめんな…、二度といたんだ魚になんかし

ないから、かんべんしてけろ」 

そういいおわったとき、清さんの体は、あ

の村はずれの大きな木の下にあったと。 

「ゆめだったのかのー」 
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清さんは、大きな木の下から、すぐに立ち

上がるとな、にぐるまの上の魚を入れる木ば

こをのぞいたんだが、その中には、あのいた

んだ魚は一ぴきもいなかったそうな。 

 

「ゆめだったのかのー。でも、魚を売るおれ

に、なんであの魚たちは、ありがとうってい

ったんだろう」 

清さんは、ふしぎに思ったと。 

あの魚たちは、清さんのやさしい言葉にか

んしゃしていたんだな。 

 

清さんはというと、それからもにぐるまを

引き、いっしょうけんめい魚売りの仕事をし

たそうな。そして、大きな木の前にくると、

あのたくさんの、いたんだ魚のことを思い出

しては、手を合わせたんだと。 

 

 

青森県津軽市車力町（しゃりきまち） 

1/25,000 地形図青森１１号－３「車力」 
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６６６６．阿蘇（あそ）をみはる行儀松．阿蘇（あそ）をみはる行儀松．阿蘇（あそ）をみはる行儀松．阿蘇（あそ）をみはる行儀松 

（あそをみはるぎょうぎまつ） 

熊本県阿蘇郡高森町行儀松 

 

 

 

たくさんのむかしのことじゃった。 

阿蘇（あそ）の南のふもとに、木こりたち

がくらしている村があった。 

そのころの阿蘇山は、雲の先にあるてっぺ

んから、村のものがすむふもとまで、うっそ

うとした木におおわれた山であったんだと。 

 

その中の、いっけんの家に”あすま”とい

う子がいてな。お父さんやお母さんに愛され

て、元気にそだてられていたんだと。 

十歳になると、村のものといっしょに阿蘇

山へ上っては、木を切り出し、材木にする、

木こりの仕事をてつだうようになったそうな。 

 

まい日のぼる阿蘇への道の入り口には、松

の木があってな、その下には小さなほこらが

あったんだ。 

あすまは、まい日その前にくると、きまっ
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ておまいりをしたんだと。 

「お父さん、お母さんが病気をしないで、い

つまでももと気でくらせますように」とね。 

 

そうしたある日、近くの松（まつ）が、と

つぜんしゃべったんだと。 

「あすまくん、阿蘇山の松は、のこり少なく

なった。まい日のように友だちがいなくなる。 

きみが、お父さんやお母さんのことを心配

するように、ぼくはちょうじょうに近いとこ

ろにすんでいる、私のお父さん松やお母さん

松が心配だ。どうか、これ以上、木を切るの

をやめてほしい。それとも、若い木がそだつ

まで、切り出しを休んでほしい。」とね。 

 

もっともだと思ったあすまは、村の木こり

なかまに、このことをつたえた。なん日も、

なん回もね。 

でも、だれひとりとして聞いてくれる人は

いなかった。 

「そんなことで、木こりがつとまるか」 

「木こりが、木を切り出さないで、明日から

どうやって、めしくうだ」と、木こりなかま

がいった。 

 

あすまもしかたなく、今までどおり、いつ

もの道をおうふくして仕事に出かけた。 

でも、あの松の下のほこらでは、いつもの

ねがいことがいえなかった。いったとしても、

合わせた手の下で小さくつぶやくだけだった

んだと。 

そばに立つ松の木のさびしそうな顔、かな

しい声を聞くのがつらかったからだ。 

しまいには、その道をさけて仕事に行くよ

うになってしまったと。 

そんなある日、木こりたちは、ついにほこ
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らの松にまで目をつけるようになった。 

あすまは、ひっしにていこうした。 

「だめだ、この松の木だけは、切ってはいけ

ない。かんべんだから、切らないで！」 

あすまのひっしの言葉に、なかまの木こり

たちは、しかたなくほこらの松をのこしてま

わりの木を切り出してしまったんだと。 

 

そんなある日、あすまが、ほこらの前にく

ると、ほこらの松（まつ）がいったんだ。 

「あすまくんありがとう。ぼくのお父さんは

もう切りたおされてしまったけれど、のこさ

れたぼくが、これからまい日、木をふやして、

阿蘇を緑いっぱいにする」とね。 

「ごめんなさい、なんにもできないで」 

あすまは松の木をだきしめて、声を聞き、

いっしょにないたんだと。 

 

それから、長い時間がたったいま、ほこら

の松はかれてなくなってしまった。 

ところが、阿蘇山にのぼる道のとちゅうに

は、大きな松があるんだな。 

そして、この大松より高いところには、松

の木は一本もはえていないのだが、それより

低いところには、松がたくさんのこっている

んだと。 

 

ほこらの松は、あすまに話をしてからとい

うもの、まい日、夜になると小さな松のえだ

をそこらじゅうにに飛ばしたんだ。 

そのえだが飛んだ先に、小さな松の木が、

つぎつぎ生え、そだち、いまのようになった。 

そして、いのちがつきるころ、さいごに飛

ばしたえだが、この大松になったという。 

 

それからというもの、村のものは、この大
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松のことを、ずーと「行儀松（ぎょうぎまつ）」

とよんでいるんだと。 

なんで、「行儀松」だかって、それはね、村

のものがむやみに木や草を切らないように、

高いところから、村人の行いをみはっている

からなんだ。 

 

あすまは、どうしたかって。 

木こりの仕事は、まもなくやめて、木のお

さらなどを作る職人（しょくにん）になって

な、それこそ行いのよい大人になって、しあ

わせにくらしたんだと。 

 

 

熊本県阿蘇郡高森町行儀松（ぎょうぎまつ） 

1/25,000 地形図大分15号の４「阿蘇山」 
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７７７７．烏殿（からすとの）と烏家老（からすか．烏殿（からすとの）と烏家老（からすか．烏殿（からすとの）と烏家老（からすか．烏殿（からすとの）と烏家老（からすか

ろう）ろう）ろう）ろう）    

（からすとのと からすかろう） 

愛媛県西予市宇和町烏殿 

 

この村をおさめる大殿（おおとの）さまは、

とても心のやさしい人じゃった。 

雨が多くて、農作物のなにもかにもが不作

（ふさく）のときには、もしものためにたく

わえておいた米を、村人にわけあたえるよう

な大殿じゃった。 

それだけでなく、不作のときには城下（じ

ょうか）を見まわっては、農民（のうみん）

や商人（しょうにん）に声をかけ、はげまし

て歩くような人だったそうな。 

 

ある年のこと、村々はたいそうほうさくに

なった。殿さまは、ねんぐとして、いつもよ

り多く集まった米の一部を、いつものとおり

に、くらにたくわえておくことにしたんだ。 

ところが、つぎからつぎへと、はこばれて

くるお米で、くらがいっぱいになってな。米

蔵奉行（こめぐらぶぎょう）は、このことを
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上の役人につたえたそうな。 

これを聞いた家老（かろう）と若殿（わか

との）はな、大殿さまにはないしょで、あふ

れた米を売ることを考えたんだと。 

さっそく、商人をよび米蔵（こめぐら）か

らあふれた米を売った家老と若殿はな、その

お金で酒を飲み、歌をうたい、遊びほうけた

んじゃ。 

ところが、遊びはまいばんのことだから、

そのお金もいつしかなくなり、二人は、また

相談したんだ。 

もちろん、くらの中の米を売ることをじゃ。 

 

夜遊びは、また始まった。 

米を売っては、夜遊びをする。また、わる

いい相談をするということをくりかえしてい

た。 

 

でも、悪いことはできないもんじゃな、そ

れをじっーと見ていたものがいた。 

 

くらの東のすみには、大きなシイの木があ

ってな。そこには、この城ができてからずっ

ーとすみ続けるカラスの家族がいた。カラス

たちは、出し入れのときに落ちる米を食料に

していたんじゃ。 

きせつごとにくりかえされる出し入れでこ

ぼれる米が、子カラスのえさとして、きちょ

うなものだったんじゃ。 

 

カラスたちは、家老（かろう）と若殿（わ

かとの）さまのすることを、初めはじっーと

見ていたんじゃが、「これでは、米がいっきに

なくなってしまうぞー」と思うと、こらえき

れなくなってな。米のはこび手をおそうこと

にしたんじゃ。 
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ところがじゃ、くらだしは、日ぐれから始

まるから、鳥目のカラスにはよくみえない。

こうげきはうまくいかなかったと。 

なん日目かの夜になると、またくらが開か

れ、米がはこび出された。 

「もうー、がまんができないー」と、カラス

たちは、米のはこび出しのちょうほんにんで

ある家老と若殿を、ひるまのうちにおそうこ

とにしたんじゃ。 

 

シイの木にすむカラスが、くらのわきで相

談をしている二人を見つけると、家族全員で

おそった。 

おそわれた二人は、意味もわからず、頭を

手でかくしては、右へ左へとにげまわっての、

やっとこさ、城の中へにげのびたんじゃな。 

そしてよく朝、二人は、なにかむずかゆー

い感じがして目がさめたと。顔をあらいにゆ

き、おけにくんだ水の中をのぞくとな、顔が

いつもより黒ずんでいるようであったと。 

それでも、その日はなんとはなしにすごし

たんだ。だが、きのうの相談が、とちゅうに

なっていることを思い出した二人はな、また

くらのうら手に集まった。 

するとまた、シイ木のカラスの家族が、お

そってきたんだと。いちだんと強いこうげき

に、二人は、おどろいて部屋ににげ帰ったそ

うな。 

 

よく朝は、つめを立てたいほど顔がかゆく

なり、色も真っ黒になってきた、そればかり

か、くちばしのようなものがはえてきたんだ

と。体は人間、頭はカラスのようになってし

まったんじゃ。 

声さえも、何かガラガラといした感じにな

ってきた。 
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もちろん、家老もじゃ。 

 

二人はしだいに人前に出なくなり、顔をか

くして歩くようになってな。山の城にすまい

するようになったんじゃと。 

それでも、どこかで顔をみられたのだろう

かの、けらいや村人は、それぞれのことを「烏

殿（からすとの）」とか、「烏家老（からすか

ろう）」とよぶようになったんじゃ。 

 

そして、この村の人びとはな、その後もず

ーとやさしい大殿と若殿さまの下で、しあわ

せな生活を送ったんじゃと。 

どうしてじゃろうな。 

若殿さまはな、顔を洗うたびに、くちばし

のある自分の顔を見てはの、あのときのこと

をはんせいして、すぐに、山の城から、ふも

との城にもどったと。 

みにくい若殿の顔を見たけらいたちも、村

人たちも、わるさをするものはいなくなった

んじゃ。 

そうなると、若殿のくちばしも、しだいに

短くなり、声ももとどおりになったんじゃな。 

でも、顔色だけはな、黒くてたくましくな

り、心は大殿（おおとの）さまのように、ま

っ白でやさしーい人になったんじゃと。 

 

いまでは、その二人がすまいしていた山の

城があったあたりには、カラスをまつる神社

があってな、「烏殿（からすでん）」とよばれ

ているそうな。 
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愛媛県西予市宇和町烏殿（からすでん）

1/25,000 地形図松山 8号の４「卯之町」 

８．８．８．８．棒切れの中の観音様棒切れの中の観音様棒切れの中の観音様棒切れの中の観音様 

（ぼっきれのなかの かんのんさま）    

新潟県柏崎市西山町礼拝・灰爪 
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そのむかし、冬には日本海のあらなみが、

「これでもか」と、いうくらいにうちよせる

海べの村に、周作（しゅうさく）という、か

らだのよわい若者がおったと。 

 魚をとって生活するものが多いこの村では

の、周作のような漁（りょう）に出られない

ものは、一人前の男としてみとめられなかっ

たんじゃ。 

 しかし、そうした村人の目とはかんけいな

く、周作は、まいにちをゆったりとくらして

いたと。 

 でも、としおいたとっちゃとかっちゃは、

ねがっていた。 

「なんとか、早く元気になって漁に出られる

一人前の男になってほしいものだ」とな。 

 そんなことだから、周作のふだんのようす

は、人の目からはゆったりとは見えていても、

心の中では、なんとかとっちゃとかっちゃの

きたいにこたえようとしていたんだと。 

まいにちする浜（はま）べでのさんぽもな、

からだをきたえるためにしていたんじゃ。 

  

そんなある日のこと。周作は、浜べの砂（す

な）の中から、小さなぼっきれ（：はしきれ

のこと）をひろった。手にとって見ると、周

作にはやさしーい女子（おなご）のすがたが

見えたんだと。 

「ほー、かわいい女子がいるようだ」 

 しかしな、とちゃとかっちゃにみせても、

まわりのだーれに見せても、女子に見えると

いうものはなかった。みんなの目には、ただ

の、ぼっきれだったと。 

 それでも周作には、そのぼっきれの中に、

あるときは、えみをうかべた女子が、またあ
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るときには、さびしそうなかんのんさまが、

いるようにも見えたんだと。 

 それからというもの周作は、このやわらか

なかんじのするぼっきれを、はだみはなさず

もち歩いたんじゃ。 

ねむるときも、浜（はま）べをさんぽする

ときも。  

 そうすることで、心があたたかくなるよう

な気がしたし、なにかしら、やさしいことば

が、しぜんに口から出てくるようにも思えた

んじゃな。  

  

そんな人たちがすむ、しずかな村にも、と

きおり強い北風がふくようになったある日の

ことだった。 

漁に出た村のわかものたちの舟（ふね）が、

夕方おそくになっても、いつものみなとにも

どらなかったと。 

「おーい、おーい」 

「あんちゃー」 

「あんちゃー」 

村のしゅうは、あれる海にむかってさけん

だそうな。 

 周作も、むねのぼっきれをおさえていのっ

た。 

「ぶじでかえってくるように」と、いのった。 

そして、港（みなと）からはすこしはなれ

た、いつもの浜べにむかったときじゃった。  

 夕日が落ちて、はい色の空と海がせまって

いるはまべの水ぎわに、点々と黒い大きなも

のがあるのを見つけたと。 

黒く見えたのは、舟からなげだされた村の

わかい漁師（りょうし）たちだった。  

 ふだんは弱々しい周作だったが、たおれて

いる五人の男たちをみつけると、むちゅうで
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浜（はま）の小さな高まりまでひきずり上げ

た。 

さいごの一人までひき上げたときには、そ

れより少し先まではこぶ力はもちろん、村ま

で歩いてしらせる力さえも、周作にはのこっ

ていなかった。  

 太いうでと足をもつ男たちの中に、くずれ

るようにすわった周作は、何かにすがりたい

きもちで、あのぼっきれをにぎって、むねか

らとり出したんじゃ。  

 すると、ぼっきれからは、ほんのりとあた

たかさが感じられての。安心した周作は、し

だいに気が遠くなっていくようだった。ぬれ

た周作の手が、ぼっきれからはなれた。 

そのときじゃった。 

ぼっきれは、ほのかな小さな光をはなちな

がら、しだいに、きいろのかたまりになって、

かがやきはじめた。 

光りは、小さなほのおになり、そしてもえ

はじめたんじゃ。 

周作のからだはしぜんにうごき、むちゅう

になって、まわりにある、かれ木をあつめて

は、ほのおにかさねていた。  

 あたたかなほのおが、見る見るうちにまわ

りをとりかこむと、男たちの中からうめき声

がきこえてきた。  

 まもなく、男たちは気がついた。  

 元気をとりもどした、わかものたちは口々

に、しゃべったと。 

「ありがとう、周作」 

「ほんとうに、ありがとう」と。  

 われにかえった周作はな、みんなのことば

をきくのもおしむように、まだあたたかさが

のこる火の中に手を入れて、なにかをさがし

はじめた。 
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「かんのんさま！」 

だが、ぼっきれはなかった。 

 ただ、うす黒い灰（はい）があるだけだっ

た。  

 周作は、まん中のいちだんと黒い灰を、ひ

とにぎりあつめると手ぬぐいにつつみ、ふと

ころにおさめ、ぺこりとおじぎをして、その

ばから立ちあがった。 

   

それからというもの、周作のむねには、小

さなふくろに入れられたあの灰が、いつもだ

かれるようになったと。そして、これまでと

おなじよーうに、ゆったりとくらしていたそ

うな。 

 なん年がたっただろうか。 

ひとなみに元気になることもなく、嫁子（よ

めご）をもらうこともなかった周作は、はや

りやまいにかかり、さびしくしんだんだと。 

 もちろん、あの灰（はい）ぶくろを、かか

えたままな。  

 あの、あらしの夜のできごとへのかんしゃ

のきもちをこめて、おおくの村人（むらびと）

が、一人前の男のそうしきにあつまったんじ

ゃな。 

その時、村のひとたちが見た、よこになっ

ている、やせほそった体の周作のそのまた細

い手のつめさきは、灰がつまったようにくろ

ぐろとしていたんだと。  

  

そしていま、周作のおはかのあったあたり

にはな、心やすらかな村人が、しあわせにく

らしておると。 

周作のことが、いまにつたえられているか

らだろうかの、ちかくには、「灰爪（はいづ

め）」とよばれるところがあるそうな。 
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新潟県柏崎市西山町灰爪（はいつめ） 

1/25,000 地形図長岡 8号の 1「西山」 

 

 

そして、新潟県柏崎市西山町には礼拝（らい

はい）も、1/25,000 地形図長岡 8号の 1「西

山」 
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９９９９．忠次郎と．忠次郎と．忠次郎と．忠次郎と”あや””あや””あや””あや”    

（ちゅうじろうと“あや”） 

徳島県阿南市 忠次郎岬 

 

 
 

 

阿波（あわ）の海岸近くの村に、忠次郎（ち

ゅうじろうと）という漁師（りょうし）がす

んでいた。 

その忠次郎が漁に出かけたある日、その日

は、なぎの日だったのに、おきへ出ると、と

つぜん海がうずまいての、そうなんしたそう

な。 

 

どのくらいたっただろう、見知らぬ島の海

べで気がついた忠次郎は、その島のものに助

けられたんだと。 

その後は、どこか知らない島の人びとにだ

いじにされて、くらしていたんだ。 

 

それから、三年もたったころだろうか。 

忠次郎は、島一番のおとしよりに、そこで

知りあった”あや”という島の娘（むすめ）

をつれて、ふるさとの阿波の村へ帰りたいと

お願いした。 

 

おとしよりは、あやの気持ちも聞いてみな
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ければならないから、少し考えさしてくれと

いったそうだ。 

 

そのばん、あやはおとしよりによばれたん

だと。 

あやは、話を聞いて、忠次郎といっしょに

行くことにしたんだ。 

そのとき、おとしよりから、きつうー、あ

ることをやくそくされたそうな。 

 

そして、忠次郎は阿波（あわ）に帰ってき

た。あやといっしょにな。 

忠次郎は漁に出て、あやは家事（かじ）に

せいを出し、しあわせなまい日だった。 

あやは、食べ物の好き、きらいがはげしく、

野菜はまったく口にしなかった。そういえば、

島での食事も、魚と海草などが多かったなー

と、思っては見たものの、忠次郎はあまりふ

しぎにも思わなかった。 

忠次郎といえば、「村の太助（たすけ）のと

こでは、男の赤子が生まれた」「治平（じへい）

のところでは、女子が生まれた」と、うらや

ましそうに話すんだと。 

 

そんなある日、あやは「子ができたみたい

よ」と話したんだ。 

忠次郎は大いによろこんだ。 

ところが、しだいにおなかがふくらんでく

るとな、あやは、「子は島へ帰って生みたいの」

というんだな。 

 

そうすると、忠次郎はこういったんだ。 

「どうしても家さ帰りたいなら、子をぶじに

うんでから、ひとりで帰れ」とな。 

それを聞いてからというもの、あやは、ね

むれない夜をなんどもすごしたようだった。
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しだいに、おなかが大きくなり。おさんが近

づいた。 

 

あやは、さいごにもう一度忠次郎に、たの

んでみたんだ。 

だが、聞き入れてくれなかったんだと。 

その夜のことだった。 

あやはこっそりと家を出て、村をぬけて港

の入り口にある、みさきに出かけた。 

ちかごろのあやを見て、気にかけていた忠

次郎はな、こっそりと後をつけたんだと。 

 

あやは、みさきの先にきて、遠い島の方が

くに向かってひざまずくと、大きな声でなき

だした。 

そして、こうつぶやいた。 

「おかあさん、あやはしあわせ。忠次郎さん

にやさしくしてもらって。だから、どうして

も、私が・・・だなんていえないし、いって

もいけない。 

 

それに、ほんとうはこどもができていない

ことがわかったら、忠次郎さんにすてられ

る・・・」、そして、こう続けた。 

「かんべんしてね、島のじいさま。『村のほん

とうのことをいってはいけないよ』、というや

くそくは、まもったのですが、『けっして、う

そをいっちゃいけないよ』というやくそくは、

まもれなかったの」 

 

「あや？、いまなんていったんだ」 

忠次郎が小さく、つぶやいたとき、あやが

ふり向いた。 

「ごめんなさい、あやは、あなたに助けられ

た海人（うみびと）のむすめです。どうして

も、人間のこどもを生むことはできません。
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ゆるしてください・・・」 

というのが早いか、あやの体は、みさきの

先からすいこまれるように海へ落ちていった

んだと。 

 

そののち、忠次郎はあやを思っての、まい

日のように島の方向をながめては、みさきに

たたずんでいたそうな。 

でも、忠次郎はな、子どものころに浜べで

小さな海亀（うみがめ）を助けたことを、一

度も思い出すことはなかったんだと。 

 

いま、そのみさきは、「忠次郎みさき（ちゅ

うじろうみさき）」とよばれているんだ。 

そして、あやの血を引くのだろうか、たま

ごをうむために、まい年この地方にやってく

る海亀は、どれもが忠次郎みさきをめざして

くるんだと。 

 

徳島県阿南市 忠次郎岬（ちゅうじろうみさ

き） 

1/25,000 地形図剣山 5号の 2「橘」 
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１０１０１０１０．女が一番、男は二番．女が一番、男は二番．女が一番、男は二番．女が一番、男は二番    

    （おんながいちばん、おとこがにばん） 

新潟県佐渡市畑野 男神山・女神山 

 

 

ある村に、幸吉（こうきち）という若い百

姓（ひゃくしょう）がおったそうな。 

ある日のことじゃった。 

その日は、おかあが用たしに出かけたこと

もあり、幸吉はのんびりと畑仕事をしていた

んじゃ。 

 

「さーて、ひと休みするか」といっての。 

しばらく畑に横になっているとな。しりの下

の方からさわがしい音が聞こえてきたんだと。 

「女子（おなご）の声かなー、歌声かなー、

楽器（がっき）の音かのー」 

幸吉はふしぎに思いながら、畑の土に耳を

おしつけてみると、やっぱりな！ 女子（お

なご）の声、そして歌声も楽器の音も聞こえ

たんだと。 

 

その夜のこと、幸吉は村のよりあいのせき

で、この話しをしたんじゃ。 

「そーんな、ばかな話はないだろうに」 

「ひるねでもして、夢でも見ていたんだろう

て」 
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でも、幸吉があんまり、しつこくいうもん

でな、野菜のたねまきでいそがしいじきだっ

たが、 

「それじゃ、いってみるべー」ということに

なっての。次の日に、みんなで幸吉の畑さ、

いくことになったと。 

そしての、村の男ものは、しゅうかくした

大根のように、畑に体をならべて、地べたに

耳を近づけたんだと。 

「女子の声が聞こえる、歌声もきこえる」 

「美しい女子の声だ」 

「楽しそうだの」 

みんなが、つぎつぎと地べたに耳をつけた

しゅんかんのことだった。 

「ど、どどー」と地がわれてな、男たちは、

一人残らず地のそこに落ちたんだと。 

「わー」 

「わーああー」 

 

まっくらなそこに落ちてみると、ひとりの

むすめっこもいなかった。 

土色をした、こわい顔の地の男（じのおと

こ）がいてな、こういうたんだと。 

「われたちの『地の畑』をたがやす者を集め

ていたのよ！」 

「それにしても、女子たちはどうしただ」 

幸吉がいった。 

「それはな、地の国から、ちょこっと声色（こ

わいろ：それらしい声をだすこと）を使うと

な、いいぐあいにはんきょうしてな、地上で

は女子の声に聞こえるのさ」 

「さーさ、このくわで、たがやしてもらおう

かの。おかあにたのまれた畑をのー」 

「これで、おれたちは、楽ができるのー」 

そういわれて、村の男たちは、土の下に住

む「地の男」たちに、きつうーにはたらかさ
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れたんじゃと。 

 

こまったのは、はたらき手のいなくなった

地上の村だった。なんとか男たちを助け出そ

うと、女たちは相談した。 

大きく開いた穴のまわりで、歌をうたい、

楽器を鳴らし、あまーい声を上げ、にぎやか

にはやし立てみたんじゃ。 

「ここは天国じゃ」 

「食べ物も、酒もある」 

「男はいないが、しあわせだー」とね。 

これを聞いた、地の男たちは、「ふーーん。

食べ物も、酒もある、男はいない？」 

「われたちのかわりに、女たちがはたらいて

くれるのかのー」 

 

あまりの楽しそうな声や歌に、地の男たち

が、はしごをかけて、のそり、のそりと地上

にはい出してきた。一人、またひとりと。 

村の女たちは、上がってきた地の男に、あ

まい声をかけては、村のまん中にある古いお

どうの中につれて行ったんだと。 

 

ところがじゃ、そこには少ーし目がつり上

がった顔の地の女（じのおんな）たちが、ま

っていての、ひとり残らず首に縄（なわ）を

かけて、地の国さ、つれもどしたんだと。 

 

そのばんは、助けられた村の男たちも、つ

れて行かれた地の男たちも、それぞれの女た

ちに、しっかりしぼられたんだと。 

「まじめに仕事せんかー」とね。 

 

それいらい、ここの女たちは、「われたちが

しっかりしているから、この村は平和なんだ」

といっているんだと。 
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男たちはというと、「一歩引いてな、女たち

を神さまのように立てているからこそ、この

村は静かなんだ」といっているんだと。 

 

その言葉どおりにな、村ざかいにある二つ

の大きな山は、それぞれ「女神山（めがみさ

ん）」、「男神山（おがみさん）」とよばれてい

ての、女神山のほうがちょっと高く、それも

村に向かって一歩前に出ているそうな。 

もちろん、今では男も女も畑仕事にせいを

出しているんだと。 

「地などに、耳つけねでな」（08.11更新）  

 

新潟県佐渡市畑野 男神山・女神山（おがみ

さん約 490m・めがみさん593m） 

（1/25,000地形図長岡 9号の 1「畑野」） 
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１１１１１１１１．「ツネ」に負けた水主．「ツネ」に負けた水主．「ツネ」に負けた水主．「ツネ」に負けた水主神さま神さま神さま神さま    

（「ツネ」にまけたみずしさま） 

香川県東かがわ市（旧大内町）様松・水 

主 

 

 

 

その村は、ぐるりを山にかこまれていたと。 

村には少ない田畑（たはた）しかなかった

が、いっしょうけんめいこれをたがやし、村

人は楽しくくらしていたと。 

ところが、この年の夏はな、雨が少なく、

村人は水のやりくりに、たいそうくろうして

いたんじゃ。 

上（かみ）の村には、水の流れが見えたが、

下（しも）の村には、まったくというほど流

れが見えんかった。 

そんなときだった、大きなイノシシが山か

ら下りてきての、村をあらした。まい日のよ

うに、村の田畑があらされた。 

とくに、上の村にあるしょうやさんの、広

い田畑が多くあらされたんじゃ。 

 

で、村人は、みんなで山の入り口でさけん

だそうな。 
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「なんでもいうこと聞くだから、村の畑あら

すのだけは、やめてくんろー」てな。 

しばらく、くりかえしていると、イノシシ

の頭（かしら）だろうか、太ーい声が森から

聞こえてな、こういったと。 

「人じちとして、若いむすめっこをだせー、

若いむすめっこを村はずれの、やしろまでつ

れてこーい」とな。 

 

村人は、相談したと。 

「村に年ごろのむすめっこといえば、しょう

やさんのところのツルと、下の村のびんぼう

百姓（ひゃくしょう）の太助（たすけ）のと

ころのツネしかいないのー」 

 

こんどのそうどうでは、しょうやさんの田

畑は多くあらされたがの、太助のちっちゃな

田はまだあらされていなかったんじゃ。太助

の田は、それ以上に、少ない雨のせいで、ほ

んのすこしの水もとどいていなかったから、

稲は少しもそだっていなかったと。 

でも、集まった村人には、そんなことはど

うでもいいことだった。 

村人は、しょうやさんの顔をちらっと見た

だけで、だーれも、なんにも、いわなかった

だが、太助のむすめっこのツネを人じちに出

すことに、きめたんじゃ。 

村人の代表は、太助の家さいって、話をし、

いやがるツネには、さるぐつわをかませて、

こしに入れて、村はずれのやしろの前におい

てにげたそうな。 

 

しばらくすると、大イノシシがやってきて

の、こしに近づくと、こうしゃべったと。 

「ツルか？」 

さるぐつわをされたツネは、「いやツネだ」
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といったのだがの、聞こえたのか、きこえな

かったのか、大イノシシは、「そうか、ツルか」

といっての、こしをかついで山へ帰っていっ

たそうな。 

ところが、二日もするとな、ツネは山から

ひょっこり帰ってきたと。 

村人は、つれさられてからのようすを、な

んども聞いたのだが、はっきりしなかったん

だなあ。 

それ以上に、ツネはなぜかさみしそうじゃ

った。 

それでも、大イノシシは、それからしばら

くあらわれなかったから、そのことはすっか

りわすれられてしまったと。 

 

この年は、もうすぐ秋がこようとするころ

になっても、雨が少なかったと。 

しょうやさんの大きな田の、ずーと下にあ

る太助のちっちゃな田には、水はほとんど、

とどかなかった。かれそうになった稲（いね）

がひょろひょろとして、今にもたおれそうだ

った。 

そんなある日、また、大イノシシがあらわ

れての。また、しょうやさんの田畑があらさ

れて、だんなは大いにおこったんじゃ。 

 

村人はといえば、前と同じようにの、 

「なんでもいうこと聞くだから、村の畑あら

すのだけはやめてくんろー」とさけんだだ。 

大イノシシは、というと、 

「人じちのむすめっこをだせー、若いぴちぴ

ちしたむすめっこを村はずれの、やしろまで

つれてこーい」という声を、また返してよこ

したんだと。 

村のものは、しょうやさんが、なんにもい

わなくても、「ぴちぴちしたむすめっこなら、
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ツネだ」といって、こんどもツネを人じちに

出すことにきめたそうな。 

 

村はずれのやしろに、おきざりにされたこ

しのまえに、大イノシシがやってきての、近

づくと、「お前はツルか？」と、よびかけたと。 

このときツネは、人じちになることにすな

おにおうじたので、さるぐつわはなかったか

ら、「いやツネだ」とはっきりしゃべったと。 

「そうかツネか、やっぱりツルはこなかった

か？」 

「イノシシさまは、この前も、私の顔をみる

とすぐに私を村に帰しただが、イノシシさま

は、びんぼう百姓のむすめツネではいやか」 

かなしそうに、ツネがいうと、大イノシシ

はの、こういったそうな。 

「おれはの、ツネのことが気に入ってる。 

でもな、おれは、この川の水をつかさどる水

主神（みずし）さまの、たんなる使いでの、 

おれには、どうしようもないことだ」。 

「ふーん、そうだったか。おら、イノシシさ

まの気持ち知って、ちょっと安心しただ」 

 

「そして、これまでのことも、水主神（みず

し）さまにいわれて、村人の気持ちをためす

ために、『人じちを出せ』といったのさ」 

「イノシシさま、そうだったのか」 

「水主神（みずし）さまは、水不足のときに、

しょうやはどうするか？ 村にさいなんがお

きたときに、村人はどうするかを、ためして

みたんだ」 

「しょうやとむらのもんは、おらを人じちに

だしたぞ？」 

「でもな、水主神（みずし）さまは、人じち

は、どーしても、しょうやのむすめツルでな

いとだめだといって、きかないんだ」 
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「ふーん、そうか。そこのところを、なんと

かならないのかのー。ぴちぴちのツネで！」 

がっかりしたツネは、すなおにしゃべった

と。 

「なんどもいうがの、水主神（みずし）さま

は、どーしても、しょうやのむすめのツルで

なければなんないというんだ。 

村人のためにぎせいをはらう気持ちが感じ

られないとおこっている」 

「こまったのー」 

「それどころか、水主神（みずし）さまは、

『この村のしょうや村人は、もうだめだ！ 

もう、水不足から、この村を守らない』とい

っている」 

と、大イノシシは、はっきりいったんじゃ。 

それを聞いいたツネはの、 

「そんなこといわないでけれ、たのむから、

私の大切な村と村人をまもってけれ！」 

となんどもたのんだと。 

でもな、水主神（みずし）さまの使いの大

イノシシは、「それは、どうしてもだめなこと

だ！」と強くいったそうな。 

 

これを聞いたツネは、心をきめた。 

「水主神（みずし）さま！、わたしの体をさ

しあげますから、どうぞ村人をたすけてくだ

さい」 

というが早いか、大きな松のそばのがけから

川へ身をなげたそうな。 

あまりのとつぜんのできごとに、何もでき

なかった大イノシシはの、 

「水主神（みずし）さまー、ツネのねがいを

聞いてあげてくださいー！」 

といってな、ツネがとびこんだ川の中に、「ど

ぼん」と入っていったんだと。 

と、どうじにツネの体はの、ぽっかりと水
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面にうかんできての、いきをふきかえしたん

じゃ。 

しかし、ツネには、大イノシシのしたこと

は知らないことだった。 

そして、しばらくすると、ツネと大イノシ

シが飛び込んだ川は、しだいに大きく広がり、

そこにはため池ができたんじゃ。 

 

びっしょりとぬれた体で、村にもどってき

たツネは、これまでのことをみんなにしゃべ

ったと。 

話を聞いた、しょうやさんと村人たちは、

大いにはんせいしての、そののちは、水をだ

いじに使い、助け合ってくらし始めたそうな。 

もちろん、ひでりの夏でも太助の田には水

がくるようになったじゃ。 

しょうやのツルは、どうしたかって。 

これまでツルは、仕事もせずに家にとじこ

もっていての、おいしいものをすきなだけ食

べていた。 

その、どっしりしたすがたは、村人のだれ

が見ても、ぴちぴちのむすめにはみえなかっ

たんだと。 

しかし、このさわぎがあってからは、畑仕

事もてつだうようになっての、ツルもツネと

おなじように、みちがえるほどぴちぴちのむ

すめになって、二人ともいいよめっこになっ

たと。 

 

さて、ツネが身をなげた場所に立つ、大き

な松のことを、村人は「様松（ためしまつ）」

とよんでいての、この話をつたえているそう

な。 

そして、大イノシシがあらわれたあたりを

「水主（みずし）」というのだと。 
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香川県東かがわ市（旧大内町）様松（ためし

まつ）1/25,000地形図徳島 11号の 4「三本松」 

 

 

香川県東かがわ市（旧大内町）水主（みずし） 

1/25,000 地形図徳島11号の 4「三本松」 
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